
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 主催／問合せ  認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード  
〒461-0001 名古屋市東区泉1-13-34 名建協2 階 
TEL： 052-253-7550  FAX： 052-253-7552 
Mail： info@rsy-nagoya.com 

 
 

 

今年度、北海道や沖縄、東京で実施された避難者の声を聴き

あい、語りあう対話のワークショップ「311 当事者ネットワー

クキャラバン」について報告いただきます。 

[発表者] 市村 高志氏（福島県富岡町から東京都へ避難） 

     ヒラエスプロジェクトチーム 共同代表 

     NPO 法人とみおか子ども未来ネットワーク 理事長 

 
埼玉県での行政や民間団体の支援事例の調査分析結果を報告

いただきます。避難者支援の自治体対応や苦悩、ニーズに関す

る問題、支援に関わる民間団体の課題等について学びます。 

[発表者] 原田 峻氏 

金城学院大学人間科学部コミュニティ福祉学科 講師 

NPO 法人埼玉広域避難者支援センター 理事 

＊著書：『避難と支援』（共著/新泉社/2019 年）等 

 

第２部：東海地域での支援につ
いて考えよう！ 

● トークセッション 

東海４県の 

避難者数 

約 2,600 人 

 

3 月２1 日（木・祝） 
13：30 ～ 16：30（13：15 ～ 開場） 

ウインクあいち 1202 会議室 
（愛知県名古屋市中村区名駅4 丁目 4-38） 

80 名（先着順） 

  

 

 多様な視点から、復興 10 年とその先を考える 

  
 

 
 

 

東海地域での避難者や支援の現状を、多様な視点から共有

し、今後の支援や、この経験をどのように活かしていくかを話

し合います。 

[登壇者] 吉岡 モモ氏（小児科医／愛知県民主医療機関連合会） 

    林 一平氏（司法書士／愛知県司法書士会） 

若岡 ます美氏（岐阜キッズな（絆）支援室 代表） 

菊池 邦子氏（コミュニティーソーシャルワーカー） 

[コーディネーター] 栗田 暢之（RSY 代表理事） 
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15:00  

  

  

  

  

東日本大震災および原発事故により避難された方々の現状を伝え、 

どんな支援が行われているのかを知り、今後について考える会です。 

ぜひご参加ください。初めての方も大歓迎です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

代表者氏名  人  数  

所  属  電話番号  

お住まいの
市区町村  都 道 

府 県 

市 区 

町 村 

そ の 他  

 

ウインクあいち 
（愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目 4-38） 

 電車でお越しの方  

・JR 名古屋駅桜通口から 

 ミッドランドスクエア方面 徒歩5 分 

・ユニモール地下街 5 番出口 徒歩2 分 

 車でお越しの方  

会場には駐車場がございません。お車でお越しの際は、 

周辺の有料駐車場をご利用願います。 

 

【代表者氏名】【参加人数】【所属（※個人の方は不要）】【電話番号】 
【お住まいの市区町村】を、申込フォーム、メール、FAX のいずれか 

でお知らせください。 

  申込先   認定 NPO 法人レスキューストックヤード 

 [Mail]  info@rsy-nagoya.com  [FAX]  052-253-7552 

 ※メールの件名は「3 月 21 日シンポジウム申込み」とお書きください。 

 

※いただいた個人情報は、本企画以外の目的では使用いたしません。 

 

《FAX 申込書：3.11 県外避難者支援シンポジウム》 

 

主 催 認定NPO 法人 レスキューストックヤード 

過去の災害から学んだ教訓を活かし、災害に強いまちづくりのお手伝いをしている NPO。東日本大震災の避難者支援では、

愛知県に避難されている一人ひとりに視点を当てた支援を行うため、愛知県が設置した「愛知県被災者支援センター」の運

営を受託。東海地域における避難者支援団体の緩やかなネットワークづくりの活動も実施しています。 

申込QRコード 

 

※本企画はタケダ・赤い羽根広域避難者支援プログラムの助成金を受けて実施します。 

2011 年に発生した東日本大震災における地震や津波、原発事故の影響により東海 4 県に避難されて来た方
は、未だに 2,150 名いらっしゃいます。そのお一人おひとりの状況は、避難元や避難理由、家族構成、避難先
でおかれた環境や立場の違いにより、それぞれ異なります。8年の月日が経過し、「もう避難者ではないのでは？」
という声も聞かれます。しかし、子どもの成長や高齢化などの家族状況の変化、避難指示区域の一部解除や支
援の変化等にも影響され、暮らしの再建もお一人おひとり異なります。 

一方で、県外避難者を支える民間支援団体は、マンパワーや資金面に課題を抱え、継続した活動が難しくな
ってきているケースもあります。そして、世間の風化はますます進んでいます。 
本シンポジウムは、今年度当法人が実施しました各地域の支援状況を「見える化」するためのアンケート調

査の中間まとめ及び、全国や他地域における避難者の声や支援実態の報告をふまえ、今後の東海地域における

支援について多様なセクターが共に考え、つながりあい、経験を活かしていくことを目的に実施します。 

 


